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平
成
29
年
４
月
か
ら

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
　

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支

え
、
高
齢
者
自
身
も
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
、
平
成

29
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
は
、
要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
人
や
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
（
※
）

に
回
答
し
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
者
（
サ
ー
ビ
ス
事
業
対

象
者
）
が
利
用
で
き
る
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、
65
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
が
利
用
で
き
る
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

※�

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、
運
動
機
能
や
栄
養
状
態
等
を
確
認
し
、
生
活
機
能
の
低
下
が
な
い
か
を
調

べ
る
た
め
の
質
問
表
で
す
。

　

●�

介
護
予
防
訪
問
・
通
所
介
護
が
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
移
行
し
ま
す
。

　
　

�　

予
防
給
付
（
要
支
援
の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
う
ち
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
と
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
中
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
移
行
し
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
手
続
き
の
一
部
を
簡
略
化
し
ま
す
。

　
　

�　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
み
の
利
用
を
希
望
す
る
高
齢
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
要
介
護
認
定
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
構
成

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
変
更
点

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業

一般介護予防事業（65歳以上）

介護予防・生活支援
サービス事業
（要支援1・2、サービ事業対象者）
　●訪問型サービス
　●通所型サービス

予防給付（要支援1・2）

介護給付（要介護１～５） 介護給付（要介護１～５）

介護予防福祉用具貸与、
介護予防訪問看護など

介護予防訪問介護
介護予防通所介護

予防給付（要支援１・２）

｛

現　在　　　　平成29年４月から
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相談する【原則として利用者本人が窓口で行います】

相談窓口：お住まいの地区を担当する地域包括支援センター、

　　　　　お住まいの市役所 介護保険担当窓口

基本チェックリストの実施 要介護認定申請

介護予防・日常生活支援総合事業 予防給付 介護給付

生活機能の
低下がない

生活機能の低下がある
（サービス事業対象者） 非該当

の方

要支援
１・２
の方

要介護
１～５
の方

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
利
用
の
流
れ

一般介護予防
事業
高齢者が日常的に介護
予防に取り組めるよう
健康教室の開催や健康
相談などを行います。

介護予防・生活
支援サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス

など

介護予防サービス
・介護予防福祉用具貸与
・介護予防訪問看護
・介護予防通所リハビリ

など

地域密着型
介護予防サービス
・�介護予防小規模多機能

型居宅介護
・�介護予防認知症対応型

通所介護　など　

施設サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設

居宅サービス
・訪問介護　・訪問看護
・通所介護　・短期入所　など

地域密着型サービス
・�定期巡回・随時対応型訪問介護

看護
・�小規模多機能型居宅介護
・夜間対応型訪問介護
・認知症対応型共同生活介護

　など



介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て　

Ｑ
＆
Ａ
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介
護
予
防
に
関
す
る
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
る
だ
け
で
、

要
支
援
に
認
定
さ
れ
た
人
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
か
？

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
該
当
と
な
っ
た
人

は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

み
利
用
で
き
ま
す
。（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
・
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
の
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
人
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ　
　

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ　

・
訪
問
看
護　
　
　
　

・
訪
問
入
浴
介
護　

・
居
宅
療
養
管
理
指
導

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

・
住
宅
改
修　

・
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
、
購
入　

な
ど

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
の
で
す
か
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
相
談
を
経
て
、
身
体
状
況
に

あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
60
歳
で
す
が
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
す

か
？

　

65
歳
未
満
の
人
は
、
第
２
号
被
保
険
者
と
し

て
特
定
疾
病
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
み
で
は
利
用
で
き
ま…

せ
ん
。

　

介
護
認
定
を
受
け
て
、
要
支
援
１
、２
に
該

当
す
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
た
と
き
に
、
負
担
す
る
費
用
は
今
と

変
わ
り
ま
す
か
？

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
「
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
」「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
利

用
し
た
と
き
は
、
予
防
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
と
同
様
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

要
し
た
費
用
の
１
割
ま
た
は
２
割
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要
な

支
援
な
ど
を
行
う
地
域
の
総
合
相
談
窓
口
で

す
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
や
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
、
不
明
な

点
や
相
談
が
あ
る
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
区

を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名　称 所　在　地 電話番号

あわら地域包括
支援センター あわら市市姫三丁目1-1 73-8046

坂井市基幹型地域包括
支援センター 坂井市坂井町下新庄1-1 50-2264

坂井市三国地域包括
支援センター 坂井市三国町北本町二丁目6-65 82-1616

坂井市丸岡地域包括
支援センター 坂井市丸岡町西瓜屋15-12 68-1130

坂井市春江地域包括
支援センター 坂井市春江町江留上昭和119 43-0227

坂井市坂井地域包括
支援センター 坂井市坂井町下新庄18-3-1 67-5000

１

３4

２ １

３4

２
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平
成
29
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
お

よ
び
介
護
保
険
特
別
会
計
、
な
ら
び
に
代
官
山
墓

地
特
別
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

※　

�

比
率
は
原
則
小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨
五
入
し

て
い
ま
す
。

◆ 

一
　
般
　
会
　
計 

◆

　
　

総
額 

2
億
２
３
９
0
万
円

　

一
般
会
計
は
、
広
域
連
合
の
組
織
運
営
や
代
官

山
斎
苑
お
よ
び
さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
の
た
め
の
会
計
で
す
。

　
　

歳　

入

　

構
成
2
市
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）
か
ら
の
負

担
金
が
86
・
６
％
、
代
官
山
斎
苑
の
火
葬
場
を
使

用
す
る
料
金
お
よ
び
許
可
業
者
が
さ
か
い
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
を
使
用
す
る
料
金
８
・
８
％
な

ど
で
す
。

　
　

歳　

出　

　

総
務
費
の
主
な
内
容
と
し
て
、
広
域
連
合
の
運

営
に
係
る
一
般
管
理
費
４
２
７
６
万
２
千
円
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
の
維
持
管
理
に
係
る
情
報
管
理
費

７
７
２
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
民
生
費
の

主
な
内
容
と
し
て
繰
出
金
９
６
４
万
円
、
衛
生
費
の

主
な
内
容
と
し
て
代
官
山
斎
苑
の
維
持
に
係
る
環

境
衛
生
費
４
９
７
２
万
４
千
円
、
さ
か
い
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
に
係
る
し
尿
処
理
費

９
７
０
０
万
６
千
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計 

◆

　
　

総
額 

１
１
４
億
６
８
６
万
円

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
広
域
連
合
の
主
な
事

業
で
あ
る
介
護
保
険
事
業
の
た
め
の
会
計
で
す
。

　
　

歳　

入

　

65
歳
以
上
の
方
か
ら
納
入
さ
れ
る
介
護
保
険
料

が
全
体
の
21
・
５
％
、
構
成
2
市
（
あ
わ
ら
市
・

坂
井
市
）
か
ら
の
負
担
金
が
14
・
２
％
、
国
庫
支

出
金
が
23
・
２
％
、
支
払
基
金
交
付
金
（
40
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
か
ら
納
入
さ
れ
る
保
険
料
）
が

26
・
８
％
、
県
支
出
金
が
14
・
０
％
、
基
金
か
ら

の
繰
入
金
（
保
険
給
付
費
に
充
て
る
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
と
低
所
得
者
利
用
者
負
担
対
策
事
業
等

に
充
て
る
介
護
福
祉
推
進
基
金
繰
入
金
）
が
０
・

３
％
で
す
。

　
　

歳　

出　

　

総
務
費
の
主
な
内
容
と
し
て
、一
般
管
理
費
1
億…

２
９
２
６
万
１
千
円
、
賦
課
徴
収
費
１
２
２
０
万…

１
千
円
、
介
護
認
定
審
査
会
費
１
５
３
３
万
９
千

円
、
認
定
調
査
費
３
５
２
０
万
４
千
円
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
大
部
分
を
占
め
る
保
険
給
付
費
で
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
と
し
て
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
36
億
７
２
７
４
万
７
千
円
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
27
億
２
９
８
４
万
２
千
円
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
31
億
５
４
３
２
万
４
千

円
な
ど
の
総
額
１
０
６
億
１
５
３
３
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
対
前
年
比
1
・
2
％
の
伸
び

率
（
1
億
３
０
１
１
万
9
千
円
の
増
額
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

◆ 

代
官
山
墓
地
特
別
会
計 

◆

　
　

総
額 

２
１
８
万
円

　

代
官
山
墓
地
特
別
会
計
は
代
官
山
墓
地
の
維
持

管
理
の
た
め
の
会
計
で
す
。

　
　

歳　

入

　

墓
地
使
用
者
か
ら
の
墓
地
使
用
料
等
２
１
５…

万
4
千
円
が
98
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　

歳　

出　

　

墓
地
事
業
費
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
指
定
管

理
委
託
料
２
１
５
万
７
千
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し

た
。

(

歳入総額
114億
686万円

歳出総額
114億
686万円

保険料
24億 4,617万 1千円
（21.5％）

国庫支出金
26億 4,387万円
（23.2％）

県支出金
16億 205万 2千円
（14.0％）

支払基金交付金
30億 5,890万 3千円
（26.8％）

繰入金
3,541万 3千円（0.3％）

その他諸収入等
942千円（0.0％）

分担金及び負担金
16億 1,950万 9千円
（14.2％）

歳入総額
114億
686万円

歳出総額
114億
686万円

保険給付費
106億 1,533万円（93.1％）

総務費
2億 409万 4千円
（1.8％）地域支援事業費

5億 6,179万円（4.9％）

歳入総額
２億

2,390万円

歳出総額
２億

2,390万円

分担金及び負担金
1億 9,385万 6千円
（86.6％）

県支出金
241万円（1.1％）

国庫支出金
482万円（2.1％）

使用料及び手数料
1,973万 4千円（8.8％）

その他諸収入等
26万円（0.1％）

財産収入282万円（1.3％）

平
成
29
年
度 

当
初
予
算

歳入総額
２億

2,390万円

歳出総額
２億

2,390万円

総務費
5,061万 1千円
（22.6％）

衛生費
1億 5,903万 4千円（71.0％）

その他
231万 7千円（1.0％）

　基金積立金　181万 7千円
　予備費　　　  50 万円

議会費
132万 7千円（0.6％）

民生費
1,061万 1千円

（4.8％）

その他
2,564万 6千円（0.2％）
　基金積立金2,134万 4千円
　諸支出金　　205万 2千円
　公債費　 75万円　
　予備費　　　150万円
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■
使
用
許
可
の
要
件

　

１　

�

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず
れ

か
に
お
住
ま
い
の
方

　

２　

�

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず
れ

か
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
方

■
使
用
料
と
維
持
費

※�

使
用
許
可
の
要
件
２
に
該
当

す
る
方
は
、
こ
の
使
用
料
、

維
持
費
が
上
記
の
２
割
増
と

な
り
ま
す
。

※�

使
用
料
は
、
永
代
使
用
料
で

す
。

※�

維
持
費
に
つ
い
て
は
、
永
代

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
例
な

ど
の
変
更
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の
変
更

　

墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ

る
と
き
、
墓
地
の
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と

き
は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

　

総
務
課　

衛
生
係

　
　

☎
９
１
‐
３
３
０
８
（
直
通
）

代
官
山
墓
地
使
用
者
を

�

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

（平成29年 2月 15日現在）

区画区分 使 用 料 維 持 費 残区画数

4.0㎡（2ｍ×2ｍ） 172,000円 31,000円 49区画

6.0㎡（2ｍ×3ｍ） 228,000円 37,000円 60区画

　代官山斎苑を小さなお葬式（家族葬など）や直葬の会場として、利用できます。 
お申し込みは葬儀社を通して行って下さい。

利用料金　

●上記金額は最低価格を表示しています。なお、式の内容により料金が変わる場合があります。
●上記金額には僧侶や食事および寝具などの料金は含まれていません。
●料金や式などの詳しい内容はお気軽にお問い合わせください。

代官山斎苑で小さなお葬式ができます

◀待合室　洋室（イメージ）
　お通夜や葬儀を行えます。

葬儀の種類 料　金（税別） 料金に含まれている主なもの

直葬の場合 94,000円〜 棺・納棺料、祭壇料、式場使用料、火葬料など
（直葬の場合、祭壇料は含まれていません）お通夜・葬儀を行う場合 192,000円〜

～家族や親しい友人で温かく見送る新しいお葬式の形～

▼ロビー
　休憩や収骨を待つ間などに利用できます。

◀待合室　和室　
　�お通夜の宿泊や収骨を待つ間の食事の場として利用できます。
　また、法要などにも利用できます。

問い合わせ先　代官山斎苑　☎０７７６ー８１ー９７７７　
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第
56
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
2
月
10
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
8
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 

上
程
議
案 
◆

　

◉�

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
他
１
件
が
可
決

　
　

一
般
会
計
予
算　
　
　
　

歳
入
歳
出
総
額　
　
　

２
億
２
０
４
０
万
４
千
円

　
　

介
護
保
険
特
別
会
計　
　

歳
入
歳
出
総
額　

１
１
１
億
９
２
４
５
万
９
千
円

　

◉�

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
他
２
件
が
可
決

　
　

一
般
会
計
予
算　
　
　
　

歳
入
歳
出
総
額�

２
億
２
３
９
０
万
円

　
　

介
護
保
険
特
別
会
計　
　

歳
入
歳
出
総
額　

�

１
１
４
億
６
８
６
万
円

　
　

代
官
山
墓
地
特
別
会
計　

歳
入
歳
出
総
額　
　
　
　
　

�

２
１
８
万
円

　

◉�

坂
井
地
区
広
域
連
合
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

◉�

坂
井
地
区
広
域
連
合
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

◉
坂
井
地
区
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

◆
一
般
質
問 

◆

　

■ 

畑
野
　
麻
美
子 

議
員 

■

　
　  �

今
後
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
介
護
職
員
の
人
材
不
足
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
広
域
連
合
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　  

広
域
連
合
長

　

介
護
職
員
の
人
材
不
足
は
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
は
、
介

護
事
業
者
の
倒
産
件
数
が
過
去
最
多
で
あ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
主
な
原
因
も
人
手

不
足
と
い
う
こ
と
で
す
。
坂
井
地
区
に
お
い

て
も
同
様
で
、
事
業
所
か
ら
の
届
出
を
通
し

て
、
介
護
人
材
不
足
の
厳
し
い
現
状
を
把
握

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
介
護
現
場
の
状
況
に
対
し
、
国
も
多
方
面
か
ら
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
主
な
も
の
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
潜
在
介
護
人
材
の
呼
び
戻
し
」
で
、一
度
辞
め
て
し
ま
っ
た
人
に
、

再
就
職
に
必
要
な
準
備
金
を
貸
付
け
２
年
勤
務
で
返
還
を
免
除
す
る
も
の
、
ま

た
、
離
職
し
た
介
護
職
員
の
届
出
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
介
護
人
材
を
把
握
し
再

就
職
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
「
新
規
参
入
促
進
」
で
、
こ
れ
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
は
介
護
職
を
目
指
す
若
者
に
修
学
資
金
を
貸
付
け
、
５
年
勤
務
で
返
還
を
免

除
し
た
り
、
学
生
に
介
護
の
仕
事
の
理
解
促
進
を
図
る
な
ど
の
対
策
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
中
高
年
者
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
地
域
住
民
に
入
門
的

な
研
修
を
行
い
、
介
護
現
場
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
と
い
う
対
策
で
す
。

　

三
つ
目
と
し
て
の
「
離
職
防
止
、
定
着
促
進
」
は
、
介
護
職
員
の
離
職
理
由

に
対
し
て
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
定
着
促
進
を
進
め
る
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
、
事
業
所
内
の
保
育
施
設
整
備
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
る
負
担
軽
減
、
介
護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
に
お
い
て
は
、
国
の
こ
れ
ら
の
施
策
を
踏
ま
え
「
介
護
保
険
事
業

支
援
計
画
」
の
中
で
、
事
業
所
の
人
材
確
保
や
育
成
へ
の
支
援
、
給
与
水
準
の

向
上
や
処
遇
改
善
加
算
の
適
切
な
活
用
へ
の
助
言
・
指
導
を
、
重
点
項
目
と
し

て
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
広
域
連
合
で
は
、
広
域
連
合
が
指
定
権
限
を
も
つ
地

域
密
着
型
事
業
所
に
対
し
、
実
地
指
導
を
実
施
し
、
人
員
体
制
や
業
務
上
の
問

題
点
、
虐
待
の
有
無
な
ど
の
把
握
に
努
め
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
実
地
指
導
の
件
数
を
増
や
し
、
処
遇
改
善
加
算
の
点
検
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
処
遇
改
善
加
算
報
酬
に
つ
い
て
事
業
所
職
員
へ
の
周
知
が
な
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
加
算
さ
れ
た
報
酬
分
が
個
人
の
給
料
に
適
切
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
実
地
指
導
の
入
ら
な
い
事
業
所
に
つ
い
て

も
、
処
遇
改
善
に
か
か
る
届
出
を
受
理
し
、
実
績
報
告
を
受
け
て
確
認
を
し
て

い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
人
材
確
保
に
か
か
る
国
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で

す
が
、
保
険
者
と
し
て
は
、
介
護
人
材
の
不
足
に
対
し
、「
要
介
護
状
態
」
の
高

齢
者
を
増
や
さ
な
い
対
策
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
し
い
総
合
事
業
」
の
円
滑
な

運
用
で
介
護
予
防
対
策
を
充
実
し
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
、
そ
し
て
元
気

な
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
活
力
あ
る
坂
井
地
区
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
暮

ら
す
た
め
の
取
組
み
を
継
続
し
、
坂
井
地
区
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
56
回  

広
域
連
合
議
会
定
例
会

・
販 

売 

価 

格　

１
袋
税
込
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

内
容
量
15
㎏

　
　
　
　
　
　
　

（
１
人
５
袋
ま
で
）

・
配 

布 

日 

時　

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

・
申 

込 

方 

法　

�

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先　

さ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
７
２
‐
２
２
０
０

　

※�

野
菜
や
花
、
樹
木
な
ど
に
利
用
で
き

　
　

ま
す
。

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

肥料の成分状況
（平成28年11月24日分析）

成　分 基準値 測定値

窒 素 ３.３％ ４.３％

リ ン ４.７％ ３.３％

カリウム ０.５％未満 ０.１８％

窒素炭素比 ５ ５

※�窒素、リン、炭素窒素比の基準は�
あくまでも目安です。

�すくすくさかい
（汚泥発酵肥料）を
販売しています。



◆
要
介
護
認
定
者
数
の
状
況
◆

　

平
成
29
年
４
月
か
ら「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、平
成
29
年
１
月
26
日（
木
）に
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

霞
の
郷
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、平
成
28
年
度
第
２
回
目
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、福
井
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
講

師
を
招
き
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
費
の

請
求
に
つ
い
て
」と
題
し
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、訪
問
介
護
事

業
者
や
通
所
介
護
事
業
者
な

ど
約
120
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
人
た
ち
は
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
請
求
に
か

か
る
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、メ
モ
を
取
り

な
が
ら
新
し
く
始
ま
る
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

★
広
域
連
合
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
★

認定者
5,858人

要支援１
11.3%

要介護５
10.6%

要支援２
9.3%

要介護１
25.8%

要介護２
14.8%

要介護３
11.8%

要介護４
16.4%

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆

　

表
紙
写
真
の
「
安
全
」
「
安

楽
」
な
介
助
方
法
を
学
ぶ
講
演

会
を
取
材
し
ま
し
た
。
日
々
の

疑
問
や
自
分
の
体
型
に
合
っ

た
負
担
の
な
い
介
助
は
何
か

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
や 

意
見
が
飛
び
交
っ
て
活
発
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

声
を
掛
け
な
が
ら
介
助
方
法

を
学
ぶ
姿
に
「
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

一
人
の
た
め
の
必
要
な
介
助
、

親
切
な
言
葉
掛
け
、
思
い
や

り
。
介
護
や
福
祉
に
携
わ
る
人

た
ち
が
利
用
者
さ
ん
の
自
立
支

援
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
日
ご
と
に
春
ら
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
桜
の

開
花
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と
な

り
ま
す
ね
。
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。�

（
Ｍ
ａ
）
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介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
　
　

総
合
事
業
説
明
会（
第
２
回
）

【人】
（　）内は前年同月比　

あわら市 坂井市 計

要支援１ 167
（+18）

493
（+33）

660
（+51）

要支援２ 136
（-25）

409
（+9）

545
（-16）

要介護１ 408
（+15）

1,102
（-11）

1,510
（+4）

要介護２ 229
（-20）

640
（-2）

869
（-22）

要介護３ 188
（+4）

506
（+18）

694
（+22）

要介護４ 265
（+27）

693
（-22）

958
（+5）

要介護５ 177
（-11）

445
（-11）

622
（-22）

計 1,570
（+8）

4,288
（+14）

5,858
（+22）

(平成29年1月末現在)


